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第２節 再生可能エネルギーの普及・拡大

○再生可能エネルギーは二酸化炭素を排出せず、化石燃料と異なり、持続的な利用が可能で、環境負荷の

少ない地域エネルギーであることから、今後一層の普及が求められています。

○本県は、年間の日照時間が全国上位であることや豊富な水資源、豊かな森林資源を保有していることな

どから、再生可能エネルギーの利用に適した条件を備えています。

○再生可能エネルギーへの関心の高まりを背景に、太陽光発電を中心に導入が進んでおり、県内における

平成26(2014)年度の導入量（大規模水力を含む）は153万ｋＷ、発電量（推計値）は約40億ｋＷｈで、

県内電力消費量の26％程度となっています。

○本県の特性を活かし、再生可能エネルギーの自給率を高めていくとともに、地域における自立・分散型

エネルギーの普及を進めていく必要があります。

○H25県政県民意識アンケートでは、約９割が「再生可能エネルギーを推進すべき」と回答しており、普及

が望まれていることが伺えます。
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◆住宅用太陽光発電設備・蓄電池導入推進【環境エネルギー課】

◆太陽光発電の県有施設への導入【環境エネルギー課】

◆太陽光発電事業マッチング【環境エネルギー課】

◆小水力発電有望地点調査【環境エネルギー課】

◆小水力発電に係る調査支援【環境エネルギー課】

◆木質バイオマスエネルギー利活用施設の整備支援【林業振興課】

◆木質バイオマス収集体制推進【林業振興課】

◆小型風力発電風況調査【環境エネルギー課】

◆地中熱利用システム導入支援【環境エネルギー課】

◆再生可能エネルギ－導入促進【（企）発電課】

◆八ッ場発電所建設の推進【（企）発電課】

1 再生可能エネルギーの普及・拡大
現状と課題

施策展開

○本県の再生可能エネルギー資源を活用して、太陽光発電、小水力発電、木質バイオマス利用の重点的な

導入を促進するとともに、他の再生可能エネルギーの導入可能性を検討します。

○再生可能エネルギーによる自立分散型エネルギーを普及するとともに、電力需要の平準化、非常時の電

源確保の観点から、蓄電池などを活用したエネルギー利用の効率化を進めます。

○本県に建設される八ッ場ダムの水資源を有効活用して、再生可能エネルギーである水力発電の開発を

進めます。
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